
日清医療食品の事業とCSR

医療・福祉関連施設の皆様をはじめ、

健康を願う多くの人々に、安全・安心な食事サービスを

1日3食・365日欠かさず、

食のよろこびとともに提供し続ける。

―それが日清医療食品のCSR（企業の責任）です。

「お客様の信頼と満足を得る 心のこもった食事サービスを提供する」―。

日清医療食品は、毎日の食事サービスを医療機関や介護・福祉関連施設に提供し続けることで、

計画的な治療活動、効率的な事業運営の手助けをしています。

食事サービスの提供にあたっては、食材の仕入れ段階から配膳まで一貫した品質管理体制を構築。

安全･安心な食事を提供することはもちろん、常に現場を重視して、

患者様や入所者の皆様一人ひとりの健康維持・快復、QOL向上に向けた栄養バランスのとれた食事を、

季節感などの食べる楽しみとともに提供するよう努めています。

さらに、2012年4月からは、培ってきた栄養管理、品質管理、献立の豊富さなどのノウハウを活かして、

自宅で過ごす方々に食事をお届けする「食宅便」サービスを開始しています。
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か」について、医療や介護の現場の様子と
ともにお話しされるため、当社の社員の「モ
ノを見る目」や「安全に対する考え方」が鍛
えられ、大変感謝しています。また、監査の
結果や改善を経営層とともに共有する「マ
ネジメントレビュー」の仕組みを要請いただ
くなど、レベルの高い監査をしていただいて
いると実感しています。医療や介護の現場
では今後、食に対する安全・安心が一層
求められるとともに、人材不足のなかで調
理の簡便化・省力化が一層求められるように
なります。こうしたなか、「楽らくクックシリー
ズ」の開発・販売に象徴されるように、日清
医療食品さんのニーズ・ご要望に応えるこ
とは、ビジネスの枠を超えて、「事業を通
じて社会課題を解決していく」CSR活動に
も通じています。今後も日清医療食品さんと
のWIN-WINの関係を強化していくことはも
ちろん、当社も幅広く社会の課題に目を向
けた新たな価値を創造し、お客様やお取引
先、社員とともに成長を分かち合っていきた
いと思います。」

て100種類まで増えました。そんな日清医療
食品さんの、当社にとっての存在感を端的
に申し上げると、医療・福祉向けの食事に特
化した会社ならではの具体的なニーズ・ご要
望を頂戴できる貴重な、そして唯一無二
の存在ということです。日清医療食品さんのニー
ズ・ご要望に応えることで、商品開発、品質管
理、人材育成･･･さまざまな面でレベルアッ
プを図ることができました。たとえば商品開発
面で言うと、「楽らくクックシリーズ」では、医
療や介護の現場を知る立場から、「調理後、
時間が経つにつれ魚が硬くなる」というテーマ
を頂戴しました。医療･介護の食事は一般外
食と異なり、つくりたてを提供することができ
ません。これは当社では気づかなかったこと
で、現場を重視する日清医療食品さんならで
はの指摘でした。こうして実現した商品は、
当社の技術力の向上、他社商品との大きな
差別化ポイントにつながっています。一方、
品質管理面でも、日清医療食品さんの工場
監査では数多くの製造現場を見て改善して
きた実績をもとに、いつも論理的で具体的・
実践的な―「なぜそうしなければならない

「工場監査に来られる日清医療食品さんと
私どもとのお付き合いは長く、かれこれ30年
になりますが、とくにこの15年ほどは、当社事
業の7割を占める「骨なし魚」を中心に緊密
なお取引関係を結ばせていただいています。
というのも、そもそも「のどに骨が刺さること
がなく、お客様に安心して召し上がっていた
だける骨なし魚をつくってほしい」というご
要望をいただいたのがまさに日清医療食品さ
んからで、以来、基礎研究から商品開発、
量産技術の確立まで、時に厳しい評価を頂戴
し、時に励ましの言葉をいただきながら今日
まで歩んできたわけです。おかげさまで、
10年前に太刀魚の骨なし魚の開発に成功して
以来、骨なし魚のラインアップは現在、4年
前に発売した「楽らくクックシリーズ」を含め
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　食品管理課を開設して4年、工場監査を本
格化して約3年ほど経過し、年間のクレーム
数、発生率は着実に下がっていますが、安全･
安心の取り組みは、マニュアルや仕組みをつ
くってそれで終わるものではありません。重要
なことは、私たち社員一人ひとりの安全を見る

「眼」を養っていくこと。食品は種類が多く、
製造技術の進歩も急速です。こうしたなか、
工場監査にしてもメーカー様の品質・安全の
ご担当者と対等なやり取りができる知識がな
いと、ただの工場見学で終わってしまいます。
そこで当社では、各種の研修に「食品安全教

育」を取り入れることはもちろん、食品管理
課に所属する監査員全員がISO22000など食
品安全の国際認証規格についての知識を
修得することを目指しています。
　これからも業界リーダーとしての一層の自
覚を深めながら活動のレベルアップに挑戦し、

「日清医療食品の食事なら安心」という確固
たるブランドを築き、社会から信頼され、また
同業者の見本になるような企業を目指してい
きたいと思います。

議する「品質協議会」などの取り組みを進め
ています。
　ちなみに、これまでお話ししてきたのは、
本社での調達「セントラルバイイング」の安
全管理の仕組みですが、地域性のある食材
や牛乳や豆腐など日配品と呼ばれる商品を
支店単位で仕入れる「ローカルバイイング」
においても工場監査など同様の仕組みを構
築しています。

安全を見る「眼」を養い、
社会から信頼される企業に

Voice

日清医療食品さんとともに「商品開発」
「品質管理」のレベルを高め、社会課題の
解決を目指していきます。

株式会社大冷様
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厨房での安全･安心

施設の皆様とともに、

衛生管理ノウハウを蓄積しています。

日清医療食品は、食中毒事故を発生させないために、
実際に調理を担う厨房の衛生管理活動を、
本社や支店が連携して
サポートする体制を確立しています。

　厳しく安全管理された食材を、医療・福
祉施設などの患者様や入所者の皆様に「食
事サービス」として安心して召し上がってい
ただく―。私たち衛生管理室のミッション
は、ご契約先事業所の衛生管理を通じて、
仕入れから始まる当社の「徹底した衛生管
理」によって“安全・安心への思い”を皆様
に確実にお届けすることです。
　このミッションを果たすために、衛生管
理室では、ISO9001やHACCPなど国際的な
品質・安全規格の要求事項を満たしながら
も、調理後すぐに提供するという独特の方
法に合わせた「品質マニュアル」を2000年に
作成し、日本品質保証機構（JQA）の認証を

取得しました。現在は、ISO認証事業所で学
んだ品質管理手法を他のご契約先事業所
へ水平展開しています。一方、衛生管理につ
いては、法令などの遵守に加え、当社のノウ
ハウを盛り込んだ「N’s衛生管理マニュアル」
を作成。以降、改訂を重ねながらその都度
各ご契約先事業所で働く当社社員に配布・
指導しています。

「安全･安心への思い」を
利用者の皆様に

ながら検証する「事業所衛生点検」を実
施しています。
　新規のご契約先事業所は、この衛生点検
を原則実施することにしており、加えて全国
に4,915ヵ所（2012年11月末現在）あるご契
約先事業所についても、地域的なバランスを
踏まえて衛生点検を実施しています。また、
衛生点検の際には、食中毒を防ぐために洗浄
度を測る「ATP拭き取り検査」や細菌の有無

を確認する「スタンプ検査」など、科学的な視
点での検査も同時に実施しています。
　こうした本社側からの働きかけとともに、
ご契約先事業所においても月1回以上、「N’s
衛生管理マニュアル」の落とし込み状況を確
認する「事業所総点検表」を用いた「セルフ
チェック」を施設の皆様の協力のもとで実施
しています。
　さらに、本社が行う衛生点検の評価、ご
契約先事業所のセルフチェックの結果は、
それぞれ支店に集められ、衛生インストラク
ターや衛生委員で構成される「衛生管理委

　もちろん、マニュアルを配布するだけで
衛生を保つことはできません。そこで当社
では2002年から、専門教育を受けた本社の
衛生インスペクターが各ご契約先事業所を
訪ね、衛生状況を実地で調査、聞き取りし

衛生管理のレベル向上へ、本社、
支店、ご契約先事業所が連携

視点１
「安全･安心な食」を
お届けするために

衛生管理室 衛生企画課
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日清医療食品は、
４つの視点でCSR活動を推進しています。

視点
「安全･安心な食」をお届けするために

視点
健康維持・QOL向上を
「食のよろこび」とともに

視点
三度の食事を365日、
欠かすことなくお届けするために

視点
より多くの人々の
「健康な食生活」を実現するために

「食の安全･安心」を脅かす事故が相次ぐなか、食品関連企
業に対する人々の視線は厳しさを増す一方です。日清医療食
品は、食のなかでも最も安全･安心が求められる医療・福祉
向けの食事を提供する企業として、食材の仕入れ段階から厳
しいチェックの仕組みを構築しています。

東日本大震災の発生から、日清医療食品では、どんな非常
事態に陥ってもお客様の命をつなぐ「食事」をお届けするた
めに、震災の教訓を活かした地震対策マニュアルを定めると
ともに、災害対策訓練を実施するなど事業継続のための施
策を強化し続けています。

超高齢社会を迎えたわが国では、現在「病院・施設から在
宅へ」という政策のもと、自宅で療養する人々が増加してい
ます。こうしたなか、日清医療食品では、「栄養バランスのと
れた、おいしく、食べやすい食事」を求める人々のニーズに
応えるために2012年4月、医療・福祉施設で培ったノウハウ
を活かした食事を自宅までお届けする新規事業「食宅便」
サービスを開始しました。

日清医療食品が食事サービスを提供する医療・福祉・保育
施設では、施設を利用される一人ひとりの体調や健康を考
えた専門的なメニューが求められます。また同時に、食事本
来のおいしさや豊かさも決しておろそかにすることはできませ
ん。日清医療食品は、健康維持やQOLを向上させる「一人
ひとりにふさわしい食」を考え続けています。

仕入れ商品の安全 ･ 安心
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食材の品質管理体制をどんなに整備しても、実際に調理を
担うご契約先事業所での衛生管理が確実に実行されなけれ
ば、食の安全･安心への責任は果たせません。そこで日清医
療食品は、ご契約先事業所の衛生管理活動を全社でサポー
トする体制を確立しています。

厨房での安全・安心
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